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ＧＭＧＭ作物の商業栽培は作物の商業栽培は19961996年、年、アア

メリカなど４カ国、メリカなど４カ国、170170万ヘク万ヘク

タールで始まりました。タールで始まりました。20022002年年

にはには1616カ国、カ国、3535倍の倍の58705870万ヘ万ヘ

クタールに伸びています。クタールに伸びています。作付作付

け面積でアメリカがけ面積でアメリカが6666％、％、アルアル

ゼンチンゼンチン2323％、％、カナダカナダ66％、％、中国中国

3.53.5％と、％と、この４カ国でほぼこの４カ国でほぼ9999％％

を占めています。を占めています。そしてインドそしてインド

やコロンビア、やコロンビア、ホンジュラス、ホンジュラス、スス

ペイン、ペイン、ドイツなどでも栽培すドイツなどでも栽培す

るようになりました。るようになりました。作物の種作物の種

類としては大豆が類としては大豆が6161％、％、トウモトウモ

ロコシロコシ2020％、％、綿綿1212％、％、ナタネ５ナタネ５

％です。％です。ＧＭ大豆は世界の大豆ＧＭ大豆は世界の大豆

全体の全体の5151％にのぼります。％にのぼります。これこれ

をみる限り、をみる限り、いいとか悪いとかいいとか悪いとか

に関係なく、に関係なく、また消費者の意識また消費者の意識

とも関係なく、とも関係なく、世界の食料の中世界の食料の中

にしっかり浸透していることがにしっかり浸透していることが

わかります。わかります。このように作付面このように作付面

積が伸びたのは、積が伸びたのは、特にアメリカ特にアメリカ

の農業事情が原因です。の農業事情が原因です。これまこれま

でアメリカの大規模農業では農でアメリカの大規模農業では農

薬、薬、化学肥料の大量使用で土壌化学肥料の大量使用で土壌

が荒れ、が荒れ、作物が育たなくなり、作物が育たなくなり、環環

境問題としても深刻な状態にあ境問題としても深刻な状態にあ

りました。りました。畑を耕さなくてもす畑を耕さなくてもす

む不耕起栽培に適し、む不耕起栽培に適し、農薬が少農薬が少

なくてすむといわれるＧＭ作物なくてすむといわれるＧＭ作物

を作らざるを得ないという事情を作らざるを得ないという事情

があるわけです。があるわけです。実際、実際、遺伝子遺伝子

組換えによって大豆で組換えによって大豆で1010 ～～1515

％、％、綿で約綿で約3030％の農薬を減量、％の農薬を減量、経経

費が削減できたのです。費が削減できたのです。

国際ルールもでき、国際ルールもでき、ＣＯＤＥＸＣＯＤＥＸ委員委員

会会((国際食品規格委員会国際食品規格委員会))は国連は国連

食料農業機関と世界保健機関が食料農業機関と世界保健機関が

合同で設立した機関ですが、合同で設立した機関ですが、ここ

こでこでＧＭＧＭ作物のガイドラインを採作物のガイドラインを採

択しています。択しています。また生物の多様また生物の多様

性を確保し、性を確保し、環境への悪影響を環境への悪影響を

防ぐために遺伝子組換え生物な防ぐために遺伝子組換え生物な

どを利用する場合の国際ルールどを利用する場合の国際ルール

はカルタヘナ議定書として決めはカルタヘナ議定書として決め

られています。られています。輸出入にあたっ輸出入にあたっ

て環境への影響を配慮してリスて環境への影響を配慮してリス

ク評価を行わなければなりませク評価を行わなければなりませ

ん。ん。20042004年で年で8787カ国が批准してカ国が批准して

います。います。

ＧＭＧＭ作物については、作物については、既成事実先既成事実先

行の状態ですが、行の状態ですが、容認派と拒否容認派と拒否

派との間で合意ができたわけで派との間で合意ができたわけで

はありません。はありません。

賛成意見としては賛成意見としては

・・世界的に厳しい評価システム世界的に厳しい評価システム

にのっとってチェックしていにのっとってチェックしてい

るので安全だるので安全だ

・・100100％の安全食品などないのだ％の安全食品などないのだ

から、から、食べる量や栄養を考え食べる量や栄養を考え

れば危険性より有益性のほうれば危険性より有益性のほう

が大きい。が大きい。

・・食糧危機の切り札となる食糧危機の切り札となる

・・環境保全型の農業ができる環境保全型の農業ができる((農農

薬や肥料の減量など薬や肥料の減量など))

などとしていて、などとしていて、世界的な農地世界的な農地

不足、不足、水不足をにらんで食料増水不足をにらんで食料増

産のための切り札だということ産のための切り札だということ

を主張します。を主張します。

一方、一方、反対意見では反対意見では

・・消費者のメリットがない消費者のメリットがない

・・アレルギーや毒性などの安全アレルギーや毒性などの安全

性に問題がある性に問題がある

・・自然種との混雑で自然体系に自然種との混雑で自然体系に

悪影響がおこる可能性がある悪影響がおこる可能性がある

・・現在の遺伝子組換え技術は不現在の遺伝子組換え技術は不

安定で、安定で、予期できない毒性物予期できない毒性物

質が産生される可能性がある質が産生される可能性がある

・・殺虫成分を含んだ食べ物を食殺虫成分を含んだ食べ物を食

べ続けるリスクや抗生物質耐べ続けるリスクや抗生物質耐

vol.36vol.36―― 遺伝子組換え作物の問題点遺伝子組換え作物の問題点 ――
((ＧＭ作物ＧＭ作物))

遺伝子組換え作物遺伝子組換え作物((ＧＭ作物ＧＭ作物))については賛否あについては賛否あ

ります。ります。日本では作られていませんが、日本では作られていませんが、輸入品輸入品

として食べざるを得ないというのが実情です。として食べざるを得ないというのが実情です。

性のリスクがある性のリスクがある

などがあげられています。などがあげられています。消費消費

者のメリットがないという点に者のメリットがないという点に

ついては、ついては、イヤなら食べなけれイヤなら食べなけれ

ば良い、ば良い、という論法がなりたたという論法がなりたた

ないところに問題があります。ないところに問題があります。

大豆、大豆、トウモロコシ、トウモロコシ、じゃがいじゃがい

も、も、なたね、なたね、綿実など、綿実など、５種類５種類

の遺伝子組換え食品、の遺伝子組換え食品、その加工その加工

品は表示義務がありますが、品は表示義務がありますが、加加

工後にその工後にそのＤＮＡＤＮＡが含まれていなが含まれていな

ければ、ければ、表示義務はありません。表示義務はありません。

つまり醤油や食用油などは原料つまり醤油や食用油などは原料

に使われていても表示しなくてに使われていても表示しなくて

もよいことになります。もよいことになります。アメリアメリ

カからの大豆輸入が圧倒的に多カからの大豆輸入が圧倒的に多

いのに、いのに、組換え商品と表示しな組換え商品と表示しな

いというのは、いというのは、消費者の選択を消費者の選択を

考慮しているとはいえません。考慮しているとはいえません。

また家畜の飼料もまた家畜の飼料もＧＭＧＭ作物が圧倒作物が圧倒

的に多いのです。的に多いのです。

確かに確かにＧＭＧＭ作物は当面の農薬減量作物は当面の農薬減量

に成功していて、に成功していて、収穫量も満足収穫量も満足

なものかもしれません。なものかもしれません。しかし、しかし、

それが世界の食料危機を救うこそれが世界の食料危機を救うこ

とができるかというと疑問です。とができるかというと疑問です。

というのも、というのも、これらの作物は特これらの作物は特

定のタネを植え付けるたびに購定のタネを植え付けるたびに購

入しなければならず、入しなければならず、害虫抵抗害虫抵抗

性があるといっても、性があるといっても、そのタネそのタネ

と同時に特定の農薬とセット販と同時に特定の農薬とセット販

売されています。売されています。第三世界の農第三世界の農

民がこれらを購入できるとは考民がこれらを購入できるとは考

えられません。えられません。特許の問題があ特許の問題があ

りますから、りますから、作物を作り、作物を作り、そのその

実の一部を次の生産にまわすと実の一部を次の生産にまわすと

いう持続可能な農業からは遠くいう持続可能な農業からは遠く

離れた農業でしかありません。離れた農業でしかありません。

米国モンサント社の独占といえ米国モンサント社の独占といえ

ます。ます。


